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炭酸ガスレーザー照射後の速やかな組織再生の
機序 を解明するために,以下の実験,観 察を行っ
た。
パルス幅600μ秒,休 止時間6m秒 の設定で炭
酸ガスレーザーをラッ ト歯肉に照射 し(レ ーザー
群),対照群では外科用メスで歯肉を切除 した(メ
ス切除群)。レーザー照射後 またはメス切除後,
経時的に上顎を摘出,固定,脱灰ののち,パラフィ
ン切片 を作製して病理組織学的観察を行った。免
疫組織化学により,活性化線維芽細胞のマーカー
とされる熱 ショックタンパク47(Hsp47)の発現
状況,な らびに,線 維芽細胞の活動に必要な細胞
外基質である,テネイシンC(TNC)およびフィ
ブロネクチン(FN)それぞれの発現状況 を観察
した。 さらに,Hsp47とTNCの二重免疫染色 も
行った。
レーザー群 では28日後に正常歯肉と同様 の組
織像がみ られたが,メ ス切 除群では28日後で も
正常歯肉の組織学的特徴はみ られなかった。レー
ザー群 では14日後にHsp47陽性細胞 の分布密度
がピークに達 し,28日後ではHsp47陽性細胞の
分布密度と分布様式とは正常歯肉と同様になった、
メス切除28日後ではHsp47陽性細胞分布密度 は
正常組織 よりも高かった。照射後3日 以降,二 重
免疫染色でHsp47陽性細胞の周囲にTNC発 現が
観察 された。照射後7日 目には再生歯肉固有層全
域がTNC陽 性 となったが,14日後に陽性反応が
一部で消失 し,28日後では正常歯肉のTNC染 色
所見 と同様の所見がみ られた。メス切除群 では
14日後以降,陽 性反応の一部消失 は観察 され な
かった。 レーザー照射群では3日 か ら14日まで,
正常組織 と比較 してFNの 発現量が減少 したが,
28日後,FNの 分布状況は正常歯肉 と同様であっ
た。メス切除後のFN発 現はいずれの観察時期に
おいても正常組織 と比べ減弱 していた。
以上 より,レ ーザー照射後のHsp47,TNCお
よびFNの 発現が正常状態に回復す るまでの期間
は,メ ス切除後の回復期間 と比べ短いことが確認
され,炭 酸ガスレーザー照射によって生 じた壊死
組織がレーザー創の治癒 を促進 していることが示
唆 された。
